
三井化学株式会社が開発した、炭素、水素及び酸素だけからなり、エーテル結合を有する特異的な化学構造のピ

レスロイド様殺虫剤であります。

エトフェンプロックス水性乳剤の作用機作は従来のピレスロイドと同様でありますが、温血動物に対し毒性が低く、

皮膚、粘膜に対する刺激性が低く、しかも魚毒性が低いなどの特徴があるため、中央薬事審議会でピレスロイド様

殺虫剤と決定されました。
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（1）名称及び化学的構造

1）一般名：エトフェンプロックス（etofenprox）

2）化学名：2－（4－エトキシフェニル）－2－メチルプロピル 3－フェノキシベンジルエーテル

3）分子式：Ｃ25Ｈ28Ｏ3

4）分子量：376.49

（2）性状及び物理化学的性質

1）性　状：白色結晶粉末

2）融　点：36.4～38.0℃

3）比　重：1.157（23.0℃）

1.067（40.1℃）

4）蒸気圧：3.2×10－5kPa（100℃）

5）安定性：80℃で3カ月間安定。光に対しても安定。

水、酸、アルカリに安定

（1）急性毒性：経口（LD50）ラット♂♀ ＞42880mg/kg

マウス♂♀　＞107200mg/kg

経皮（LD50）ラット♂♀　 ＞2140mg/kg

マウス♂♀　 ＞2140mg/kg

吸入（LC50）ラット♂♀　 ＞5900mg/m3

（2）長期毒性：亜急性毒性　最大無作用量　ラット♂　 20mg/kg/day ♀　 23mg/kg/day

マウス♂　 375mg/kg/day ♀　 390mg/kg/day

慢性毒性　　最大無作用量　ラット♂　 3.7mg/kg/day ♀　 4.8mg/kg/day

マウス♂　 3.1mg/kg/day ♀　 3.6mg/kg/day

イ ヌ♂　33.37mg/kg/day ♀　32.19mg/kg/day

（3）発がん性：発がん性無し（ラット マウス）

（4）催奇形性：催奇形性無し（ラット ウサギ）

（5）繁殖毒性：繁殖能に対する影響無し（ラット）

（6）刺 激 性：皮膚感作性　　　陰性（モルモット♂）

眼一次刺激性　　刺激性無し（ウサギ♂）

皮膚一次刺激性　刺激性無し（ウサギ♂）

（7）魚 毒 性：TLm（48時間）コイ 5ppm 

(農薬取締法のＢ類に相当)
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エトフェンプロックスとは
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ベルミトール水性乳剤について

1 はじめに
エトフェンプロックスを有効成分とする乳剤として、昭和63年1月20日に「レナトップ乳剤」が医薬部外品として

の製造承認許可を得ております。

今回紹介する「ベルミトール水性乳剤」は、水性乳剤タイプで、新規に医薬部外品としての製造承認許可を得ま

したので、ここに発売を始めたものであります。

（1）成分組成

エトフェンプロックス 7％
乳化剤、精製水　　　　　　　 93％

合計　　　　　　　　　　　 100％

（2）性状及び物理化学的性質

�性状：微黄色～褐色の粘性のある澄明な液体で、特異なにおいを有する。

�ｐH：4.0～8.0

（3）安定性 長期保存試験　室温24カ月間保存試験を行った結果安定。

苛酷試験　　　50℃で6カ月間保存試験を行った結果安定。

加速試験　　　40℃または40℃75％で6カ月間保存試験を行った結果安定。

（1）急 性 毒 性：経口（LD50）ラット♂♀　＞2000mg/kg

マウス♂♀　＞2000mg/kg

経皮（LD50）ラット♂♀　＞2140mg/kg

マウス♂♀　＞2140mg/kg

吸入（最小致死濃度）ラット♂♀　＞5062mg/m3

（2）亜急性毒性：吸入（無毒性量）ラット♂♀ 22.6mg/m3

（3）皮膚感作性：陰性（モルモット♂）

（4）刺　激　性：眼一次刺激性　　刺激性無し（ウサギ♂♀）

皮膚一次刺激性　刺激性無し（ウサギ♂♀）
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4 用法及び用量
目的に応じて水で希釈し、一般に害虫の生息又は発生場所に対して使用する。

ハエ成虫・蚊成虫

直接噴霧：50～100倍を害虫に向けて適宜噴霧する。

残留噴霧：10倍液を1m2あたり50�の割合でハエ成虫や蚊成虫のよく止まる天井や壁等の全面にあらかじめ

噴霧する。

ゴキブリ、ノミ、ナンキンムシ、イエダニ

残留噴霧：室内の床、畳の裏、畳の敷合せ目、部屋の天井、壁、押入れなど害虫の生息または発生しやすい

場所の全面に、10倍液を1m2あたり50�の割合であらかじめ噴霧する。




